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あらまし XMLの構文を用いて財務報告書を記述するための言語，XBRLが策定されている．XBRLで記述され

た既存の財務報告書を変換し新しい財務報告書を作成するといった，XBRL文書変換の需要は非常に高い．しかし，

XBRLの仕様は複雑であるため，既存の XML処理系を利用した場合の作業効率が問題となっている．そこで我々は，

XBRL文書の構造を言語に組み込むことで，XBRL文書の変換を容易に行うための言語処理系を提案する．本稿では，

提案するプログラミング言語の概要と，その処理系について説明する．さらに，提案するプログラミング言語を使用

して XBRL文書変換プログラムを作成した場合の作業効率について考察する．
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Abstract XBRL, a XML based language to describe financial information, has been defined. The conversion

of XBRL documents is highly requested to generate a new financial report. However, there is a problem about

efficiency, since the XBRL specifications are very complicated. We propose a programming language for XBRL

document conversion which has XBRL document structure. In this paper, we explain the programming language,

and, the framework to manipulate XBRL documents. We also discuss about the efficiency of XBRL document

conversion using our language.
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1. ま え が き

企業は，自らの財務状態を公表するために財務報告書を作成

し公開する．近年は，web上で財務報告書を公開する企業も増

えてきている．しかし，財務報告書の形式が統一されていない

ために，企業により使用する用語や，その意味が異なっていた

り，異なる企業間の財務報告書を比較することが困難であると

いった問題があった．そこで，XMLの構文を用いて財務情報を

記述する言語である，XBRL(eXtensible Business Reporting

Language)が XBRL Internationalによって策定された [7]．

XBRL を用いて財務報告書を記述することで，既存データ

の容易な再利用や，異なる組織間でのデータの比較ができるよ

うになる．正確，かつ，迅速に財務報告書を作成できるため，

XBRL文書を変換するという需要は非常に高い．しかし，既存

の XML 処理系を用いて XBRL 文書の変換処理を行おうとす

ると，変換処理とは直接関係のない XBRL文書自体の解析に

関するプログラムを大量に書かなければならない．このため，

XBRL文書の変換処理は非常に困難な作業となっている．

一般に，財務報告書の編集に携わる人にプログラミングの経

験が豊富にあることは珍しい．このとき，XBRL文書を変換す

るために複雑なプログラミングを要求することは現実的ではな

い．そこで本研究では，XBRL文書の構造を言語機能に組み込

むことで XBRL文書の変換を容易に行うことを目的としたプ

ログラミング言語，及び，処理系を提案する．本プログラミン

グ言語，及び，処理系を使用することで，XBRL文書の変換を

効率よく行うことが期待できる．
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2. 財務報告書記述言語XBRL

2. 1 財務報告書

財務報告書とは，企業が定期的に公表する貸借対照表，損益

計算書，キャッシュフロー計算書などの財務諸表を記載した文

書である [1]．例として，商法による貸借対照表を表 1に示す．

貸借対照表とは，資産，負債，及び，資本を対照表示すること

により，企業の財政状態を明らかにする報告書である．投資機

関や銀行などは，貸借対照表を始めとする財務報告書を使って

企業の安全性を判断し，投資を行うなど，財務報告書は経済活

動にとって極めて重要な文書として使われている．

表 1 貸借対照表
株式会社 ○○　　　　　　　　　　貸借対照表

（平成×年×月×日現在）
(単位：百万円）

(資産の部) 　 (負債の部) 　 400

流動資産 470 流動負債 300

　　　現金・預金 150 　　　支払手形 40

　　　受取手形 50 　　　買掛金 30

　　　売掛金 30 　　　短期借入金 30

　　　有価証券 100 　　　短期償還社債 50

　　　製品 120 　　　未払金・諸税金 50

　　　半製品・仕掛品 15 　　　前受金 50

　　　原材料・貯蔵品 35 　　　その他 50

　　　その他 100 固定負債 100

　　　貸倒引当金 △ 130 　　　社債 50

固定資産 600 　　　長期借入金 20

　　有形固定資産 300 　　　その他 30

　　　建物・構築物 100 (資本の部) 700

　　　機械・装置 50 資本金 400

　　　工具・器具・備品 50 法定準備金 200

　　　土地 50 　　　資本準備金　 100

　　　建設仮勘定 50 　　　利益準備金 100

　　無形固定資産 100 剰余金 100

　　　工業所有権 75 　　　○○準備金 35

　　　その他 25 　　　○○積立金 15

　　投資等 200 　　　別途積立金 20

　　　投資有価証券 80 　　　当期未処分利益 (損失) 15

　　　子会社株式・出資金 20 　　　〔当期利益 (損失)〕 15

　　　長期貸付金 50 　
　　　その他 70 　
　　　貸倒引当金 △ 20 　 　
繰延資産 30 　
　　　開発費 30 　 　
合　計 1,100 合　計 1,100

2. 2 財務報告書のXBRL化

財務情報を迅速かつ効率的にに公表するため，財務報告書が

web上で公開されるようになった．しかし，財務報告書の形式

が統一されていないために，企業により使用する用語や，そ

の意味が異なっていたり，異なる企業間の財務報告書を比較し

づらいといった問題があった．これらの問題を解決するため，

2000年 7月に XBRL 1.0 [8]が XBRL Internationalにより策

定された．XBRL とは，各種財務報告書用の情報を作成・流

通・利用できるように標準化された，XMLの構文を用いた言

語である．財務情報を XBRL 文書化することにより，ソフト

ウェアやプラットフォームに依存しない電子的な財務情報の作

成や流通・再利用が期待できる．

我々が提案する処理系は，2001年 12月に公開された XBRL

2.0 [8]を対象としている．以下では，XBRL 2.0について簡単

に説明する．

2. 3 XBRL文書の構成

XBRL 文書はタクソノミ文書とインスタンス文書から構成

される．タクソノミ文書はタクソノミ本体 (以下，タクソノミ）

と 5種類のリンクベースから構成され，XBRL文書の語彙と，

財務報告書に記される項目間の関係を定義する．インスタンス

文書にはタクソノミ文書によって定義された語彙で財務事実が

記述される．図 1に，XBRL文書の構成図を示す．

XBRL

( )

図 1 XBRL 文書の構成

2. 4 タクソノミ

タクソノミは，インスタンス文書の語彙 (要素名，属性，デー

タ型)を定義する XMLスキーマ [5]文書である．タクソノミで

は，インスタンス文書に記述される要素名の定義や，財務情報

を補足するための情報であるタプル要素の定義を行う．さらに，

インスタンス文書に記述される項目間の関係を定める，リンク

ベースを指定する．

2. 5 リンクベース

リンクベースは，タクソノミで定義された項目間の関係や，

各項目に対する追加情報を XLink [4] の外部リンク機能を利用

して定義した文書である．リンクベースには次の 5種類がある．

• 定義リンク – 項目間の関係を定義

• 計算リンク – 項目の値の加算式を定義

• プレゼンテーションリンク – 項目の表示順を定義

• ラベルリンク – 項目の表示名称を定義

• リファレンスリンク – 項目の参考文献を定義

定義リンク，計算リンク，プレゼンテーションリンクは関係

リンクとも呼ばれ，インスタンス文書に記された要素間の関係

を定義する．我々の提案する処理系は，定義リンク，計算リン

クが定義する関係を利用するため，以下では，これら 2種類の

リンクについて簡単に説明する．

2. 5. 1 定義リンク

インスタンス文書に記された項目間の，概念上の親子関係や，

異なる要素として記されているが，異なる観点から見た同一の

概念であることを指定する，等価概念の関係を定義する．

2. 5. 2 計算リンク

財務報告書では，親項目の値が子項目の値の和として計算さ

れる項目がある．計算リンクでは項目間の親子関係と，計算に

よって値を決定するという関係を定義する．さらに，親項目の

値を計算する際に，子項目の値に掛ける重みの値を指定するこ

ともできる．

2. 6 インスタンス文書

インスタンス文書は，タクソノミ文書で定義された要素で財

務事実を記述した XML文書である．インスタンス文書は，以
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<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<xbrli:group

xmlns:xbrli="http://www.xbrl.org/2001/instance"

xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"

xmlns:iso4217="http://www.iso.org/4217"

xmlns:sample="http://sample"

xsi:schemaLocation="http://sample sample.xsd">

<!-- Item-Element starts here -->

<sample:assets

numericContext=“c1”>1100000000</sample:assets>

<sample:currentAssets

numericContext="c1">500000000</sample:currentAssets>

<sample:noncurrentAssets

numericContext="c1">600000000</sample:noncurrentAssets>

<sample:liabilitiesAndStockholdersEquity

numericContext="c1">1100000000</sample:liabilitiesAndStockholdersEquity>

<sample:liabilities

numericContext="c1">400000000</sample:liabilities>

<sample:stockholdersEquity

numericContext="c1">700000000</sample:stockholdersEquity>

<!-- Context-Element starts here -->

<xbrli:numericContext id="c1" precision="18" cwa="true">

<xbrli:entity>

<xbrli:identifier

schema="www.nasdaq.com">SAMP</xbrli:identifier>

<xbrli:segmant/>

</xbrli:entity>

<xbrli:period>

<xbrli:instant>2001-08-16</xbrli:instant>

</xbrli:period>

<xbrli:unit>

<xbrli:operator id="divide">

<xbrli:measure>ISO4217:JPY</xbrli:measure>

<xbrli:measure>xbrli:shares</xbrli:measure>

</xbrli:operator>

</xbrli:unit>

</xbrli:numericContext>

</xbrli:group>

例１　インスタンス文書 sampleInstance.xml

下の 5種の要素から構成される．

2. 6. 1 グループ要素

グループ要素 (group)は，インスタンス文書のルート要素で

ある．他の要素を含む汎用のコンテナとして使うこともできる．

2. 6. 2 項 目 要 素

財務事実，すなわち，所定のビジネス実体に対して，所定

の期間内に報告された事実を記述する要素である．要素名は

タクソノミで定義される．財務事実が数値型である項目要素

には numericContext 属性が，文字列型である項目要素には

nonNumericContext 属性が必ず含まれ，次節で説明するコン

テキスト要素への参照を指定する．

2. 6. 3 コンテキスト要素

コンテキスト要素は，数値コンテキスト要素 (numericCon-

text)，非数値コンテキスト要素 (nonNumericContext)の 2種

類に分けられる．数値コンテキストは，数値として記述された

財務事実に関するメタデータや属性（期間や単位など）を提供

する．非数値コンテキストは，文章として記述された財務事実

に関して同様の情報を提供する．

2. 6. 4 タプル要素

タプル要素 (tuple)は，経営者の名前とその肩書きといった，

相互に依存している財務事実の集合を記述する．タプル要素で

は，情報は構造化して記述される．

2. 6. 5 脚 注

タプル要素は，財務事実に関連する構造化された情報を記述

する．しかし，財務事実との間に不規則に構造化された情報も

存在する．この情報を表すためには，タプル要素ではなく，脚

注を使う．脚注は，XLinkで表現される．

2. 7 インスタンス文書の構造

インスタンス文書の構造を規定するスキーマでは，項目要素

が子要素を含むことを許していない．グループ要素を使って要

素が複雑にネストした構造を書くことができるが，一般的にイ

ンスタンス文書は，単純に列挙された XML文書となっている．

例 1 に，ごく簡単なインスタンス文書の例を示す．例 1 では，

6個の項目要素により財務事実が記述されている．これらの項

目要素は，c1という idによって数値コンテキストに関係付け

られている．

3. XBRLのモデルと操作方法

3. 1 インスタンス文書のモデル

本処理系は，インスタンス文書に記述された値の変更や，新

しいインスタンス文書の値の設定といった，インスタンス文書

に対する操作を扱う．そのため，インスタンス文書を簡単に操

作するためのモデルと，そのモデルに対する操作を定義する．

インスタンス文書はXML文書である．XML文書のモデルと

しては，W3C により Document Object Model(DOM) [3] が

公開されており，広く使われている．DOM は，XML 文書の

木構造による表現である，DOMツリーの操作を通じて，任意

の XML文書操作が可能であるという大変優れたモデルである．

しかし，DOMをインスタンス文書のモデルとして使うと，複

雑すぎて扱いづらいため，DOMを基に新しいモデルを考える．

一般の XML文書では，マークアップされた文字列データが

子要素により分割されうる．分割された文字列データや，その

順番も保持するため，DOMツリーでは文字列データを，テキ

ストノードという子要素として表現する．しかし，インスタン

ス文書に記された項目要素は，子要素を持たないために，マー

クアップされた文字列データは分割されない．そこで，要素

ノードに文字列データを持たせたモデルを作ることが可能とな

る．要素ノードに文字列データを持たせると，項目要素が持つ

値を参照する際に，子要素の解析をすること無しに値を参照で

きるため，大幅な省力化が可能となる．

また，インスタンス文書に記された要素間には，次に示す関

係がある．

• 要素間の入れ子構造による親子関係

• リンクベースで定義された項目要素間の親子関係

• 項目要素からコンテキスト要素間への参照関係

DOMは，要素間の入れ子構造による親子関係のみを使い木構

造を形成するが，XBRLのインスタンス文書を表すためには，

上に挙げた 3 種類の関係全てを使ったモデルを考える必要が

ある．

本処理系では，要素を頂点とし，要素間の関係を辺とする有

向グラフをインスタンス文書のモデルとする．有向グラフの頂

点は，要素の値（マークアップされた文字列データ）と，属性

を持つ．

例 1で示したインスタンス文書の，DOMツリーによる表現
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を図 2に，有向グラフによる表現を図 3に記す．ただし，簡単

のために名前空間接頭辞と，xbrli:numericContextの子要素

は省略してある．また，表 1の様に次の親子関係がリンクベー

スで定義されているとする．

• assets(資産の部)は currentAsset(流動資産)と，

　　　 noncurrentAssets(固定資産)の親

• liabilitiesAndStockholdersEquity(負債の部)は

　　　 liabilities(負債)と stockholdersEquity(資本)の親

assets

currentAssets

noncurrentAssets

liabilitiesAnd

StockholdersEquity

liabilities

stockholdersEquity

group

numericContext

document

1100000000

500000000

600000000

1100000000

400000000

700000000

#COMMENT

#COMMENT

図 2 DOM ツリーによる表現

assets

currentAssets

noncurrentAssets

liabilitiesAnd

StockholdersEquity

liabilities

stockholdersEquity

group

numericContext

XML

1100000000

…

…

…

…

…

…

図 3 有向グラフによる表現

有向グラフによる表現では，要素のみが頂点として現れるた

め，頂点の数が DOMツリーよりも少なくなり，簡単なグラフ

となる．さらに，XBRL文書特有の関係で要点間に辺を引くた

め，要素間の関係を利用した要素の参照を簡単に行うことがで

きる．有向グラフによるモデルは，DOMツリーより理解しや

すく，操作しやすいモデルであると考えられる．

さらに本研究では，有向グラフの頂点と，DOMツリー中の

要素ノードを同一の頂点で表すことで，インスタンス文書のモ

デルとDOMツリーを結合する事を考える．すると，XBRL文

書の操作は，インスタンス文書のモデルのみを使って，一般の

XML文書の操作は，DOMツリーを使って行うことができる．

すなわち，汎用性を持たせたまま，XBRL文書変換を簡易に行

うことができる．

3. 2 モデルに対する操作

インスタンス文書への操作は次の 3種類がある．

• 値の操作

• 属性の操作

• 構造の操作

値の操作とは，数値，又は文字列として表された財務情報に何

らかの計算処理，文字列処理を施すこと，属性の操作とは，属

性の追加，削除，及び，値を変更すること，構造の操作とは，

要素間の入れ子構造を操作することである．

インスタンス文書のモデルでは，値と属性は有向グラフの頂

点が持っているため，値の操作と，属性の操作は，頂点が持っ

ているデータの変更に対応する．構造の操作は，頂点の追加，

削除，及び，XMLの親子関係による辺（実線の矢印）をつな

ぎ変えることに対応する．言語処理系では，これらの処理を行

う機構を提供する．

4. 言語処理系

4. 1 言語の概要

提案する処理系は，XBRL文書の変換を容易に行うことを第

一の目標としている．そのため，変換のためのプログラミング

言語は，言語仕様が小さく，かつ，習得しやすいことが望まし

い．本研究では，XBRL文書変換のための言語を Javaの構文

からクラスを除いた言語として定義する．その理由は次の通り

である．

• Javaは，広く使われているプログラミング言語であるた

　　　め，Javaの構文を使うことで習得の手間が省かれる

• 想定している利用者層や，変換プログラムの規模を考慮

　　　すると，オブジェクト指向という複雑な概念を盛り込む

　　　ことは好ましくない

これより，変換言語について簡単に説明する．

4. 1. 1 変 数 と 型

変数は型，及び，変数名の明示的な宣言無しで使用可能とす

る．変数には型がないが，処理系内部では，整数型，浮動小数

点型，文字列型，配列型，ハッシュ型，4. 2. 1節で述べる Node

構造体型がある．変数に値が代入された時，右辺の型が左辺の

変数の型として設定される．本言語は財務報告書を扱う言語で

あるため，財務情報を扱う整数型は桁あふれを起こしてはなら

ない．そのため，整数型は任意精度の演算をサポートする．

4. 1. 2 演 算 子

算術演算子，代入演算子ともに Javaで定義されている演算

子を持つ．例えば，整数型と文字列型を加算演算子 “+” で演

算しようとしたときなど，異なる型同士に対して演算を行う場

合には，処理系内部で自動型変換を行う．この場合は，整数型

が文字列型に変換され，演算結果は 2個の文字列が結合された

文字列型となる．ただし，整数型と文字列型を乗算演算子 “*”

で演算しようとしたときなど，自動型変換を行えないときはエ

ラーとする．

4. 1. 3 制 御 構 造

Javaで定義されている制御構造のうち，例外（try–catch文）

を除く，if 文，while 文，do–while 文，for 文，switch 文を持
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つ．さらに，break文による，ループ脱出と，continue文によ

るループの再開をサポートする．

4. 1. 4 関 数

オブジェクト指向言語 Javaには，関数という概念はないが，

Javaのメソッドを本研究では関数として定義する．ただし，型

による関数の区別ができないため，プログラム中で関数名が重

複してはならない．関数では，任意個の引数を受け取り，指定

された計算を行う．return文で計算結果を返すことができるが，

必ずしも値を返す必要はない．

4. 1. 5 入 出 力

本言語では，XMLファイルとの入出力のみを考える．指定

されたインスタンス文書を解析して，XML文書のルートノー

ドを返す機能と，指定したノードを持つ木構造全体をファイル

に保存する機能を関数として提供する．

4. 2 XBRL/XML文書への参照機能

4. 2. 1 Node構造体

3. 1節で述べたモデルで，頂点を表現する構造体を定義する．

この構造体を Node 構造体と呼ぶ．Node 構造体は，DOM の

ノードも表現するため，DOMで定められたNodeインタフェー

スを基に定義する．表 2に，Node構造体が持つメンバ一覧と

その意味を示す．

表 2 Node 構造体のメンバ一覧

型 メンバ名 意味

string name 要素名

int｜string｜float value 要素の値

Hashtable attributes 属性

Node parent 親の要素ノード

Node 配列 children 子の要素ノードの配列

string dom nodeName DOM による要素名

string dom nodeValue DOM による要素の値

int dom type Node の種類

Node dom parentNode 親ノード

Node 配列 dom childNodes 子ノード

Node dom firstChild 最初の子ノード

Node dom lastChild 最後の子ノード

Node dom previousSibling 直前の兄弟ノード

Node dom nextSibling 直後の兄弟ノード

name，value，attributesは，DOMツリーのデータにアクセ

スする読み書き可能なメンバである．構造体自身が，要素ノー

ドを表している時のみアクセス可能で，それぞれ，要素名，要

素の値，属性を DOMツリーを解析して動的に計算する．ノー

ドに複数のテキストノードが存在するときは文字列型として結

合した結果を valueの値とする．XBRLの項目要素では，財務

事実は単一のテキストノードとして表現されるため，valueメ

ンバの読み書きで一番需要の多い XBRL文書の変換である値

の操作を実現できる．

parent，childrenは，DOMツリーの構造にアクセスする読み

取り専用のメンバである．インスタンス文書のモデルで，親子関

係の辺を表現する．動的に DOMツリーを解析して parentは，

親要素となるノードを返し，children は子要素の配列を返す．

テキストノード，属性ノードなど，DOMツリーに現れる要素を

表すノード以外のノードを返す可能性のある dom parentNode，

dom childNodesと異なり，parent, childrenは，XMLの要素

を表すノードのみを返す．

4. 2. 2 親子関係によるノードの取得

インスタンス文書のモデルで，リンクベースで定義された親

子関係の辺を参照するための関数を提供する．

Node xbrl getParentNode(Node node)

　 nodeの親要素を返す．

Node xbrl getChildNodeByNum(Node node, int index)

　 nodeの子要素で，index番目の要素を返す．

Node[] xbrl getChildNodes(Node node)

　 nodeの子要素の配列を返す．

これらの関数を使うことで，実際の財務諸表に現れる項目間

の親子関係で項目要素にアクセスすることができる．

4. 2. 3 コンテキスト要素の取得

インスタンス文書のモデルで，項目要素から，それに関連付

けられたコンテキスト要素を参照する辺を辿る関数を提供する．

Node xbrl getContext(Node node)

　 nodeに関連付けられたコンテキスト要素を返す．

4. 2. 4 要素名によるノードの取得

構造体のメンバや，ノードを参照する関数を使うと，要素間，

ノード間の関係からノードを得ることができる．DOM では，

このほかに指定したノードを直接取得する関数が 2個定義され

ている．本処理系でも同じ機能を持つ関数を提供する．

Node[] getElementByTagName(Node node, string name)

　 nodeの子要素で，nameという要素名のノードの配列を返す．

Node getElementById(Node node, string id)

　 nodeの子要素で指定された idを持つノードを返す．

4. 3 構造操作のための機能

本処理系では，DOMで定義されている関数を用いて，XML

文書の構造を操作する．関数名と機能は次の通りである．

Node insertBefore(Node newNode, Node refNode)

　 refNodeの直前に newNodeを挿入し，newNodeを返す．

Node replaceNode(Node newNode, Node oldNode)

　 oldNodeを newNodeで置き換え，oldNodeを返す．

Node removeNode(Node oldNode, Node parent)

　 parentから子ノードである oldNodeを削除し，oldNodeを

　返す．

Node appendNode(Node newChild, Node parent)

　 parentに newChildを子ノードとして追加し，newChildを

　返す．

bool hasChildNodes(Node parent)

　 parentに子ノードがあれば真，なければ偽を返す．

Node closeNode(Node node, bool deep)

　 deepが真の時は，nodeの子要素も再帰的に複製して返す．

　偽の時は，nodeのみを複製して返す．

Node createNode()

　新しいノードを作成する．

Node構造体を使うことで DOMで定義されたツリー構造を
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形成することができ，上記の関数を使うことで，ツリー構造を

変形し，任意のツリーを作ることができる．すなわち，DOM

で可能な XML操作が本処理系で可能となる．

4. 4 XBRL文書特有の計算処理

2. 5. 2節で述べたように，XBRL文書ではある項目要素の値

が，その子要素の値の重み付き合計として計算される場合があ

るが，この計算を行う関数として，次の 2個を提供する．

void xbrl calculateNode(Node node)

　引数として与えた nodeの値を計算する．

void xbrl calculateAllNodes(Node node)

　 nodeが含まれるインスタンス文書が持つ項目要素の値を

　全て計算する．戻り値はない．

既存の処理系で子要素からの値の計算を行う場合は，まず，

どの要素と親子関係にあるかを計算リンクから調べる．次に，

合計する際の重みを取得し，最後に，親子関係にある要素の値

を取得して計算する．この手間のかかる計算を行う機能を提供

することで，大幅な省力化が可能となる．

4. 5 実 行 環 境

本処理系は，簡単なプログラムを書き，トライ＆エラーを繰

り返し目的の XBRL文書を作成する，という作業を想定して

いる．使い勝手の良さや，利用者へのフィードバック，デバッ

グの容易さから，処理系はインタープリタで実装する．

4. 6 サンプルプログラム

図 4にサンプルプログラムを示す．このプログラムでは，例

1のインスタンス文書を読み込み，円からドルへ，項目要素の

単位の換算を行っている．

各文が行っている具体的な処理はコメントとして付加してい

る．プログラムを見て分かるように，XBRL文書の解析を行う

処理を書くことなく，行いたい処理，この場合は単位の換算に

関わる処理のみを簡潔に書くことができる．

図 4 サンプルプログラム

5. 考 察

XSLT [6]をはじめとして，XML文書の形式を変換するため

の枠組みに関する研究が広く行われている．XSLTは制御構造

や算術演算をサポートし，本研究で想定している財務報告書の

変換も行うことができる．しかし，XSLT には XBRL の持つ

複雑な構造を簡単に扱う手段がない．すなわち，本来行いたい

変換処理のプログラムに加え，タクソノミ文書を解析処理する

ためのプログラムも書かなければならない．そのため，XSLT

を使った XBRLのためのプログラムは大変複雑になる．また，

最近注目されている変換言語に XDuce [2] がある．XDuce は

XMLのスキーマをデータ型と見なし，生成する XML文書の

妥当性を静的に確かめる．XDuceも XSLTと同じ問題を含み，

変換のためのプログラムは複雑で難しいものとなる．

本稿で提案した処理系は，XBRL文書に対する簡単なアクセ

ス方法を提供する．利用者は，タクソノミ文書の解析処理など

意識せず，目的の変換処理の記述のみに集中できる．そのため，

既存の言語に比べると変換に必要なプログラム量は大幅に減

少し，高い生産性をもたらすと考えられる．さらに，DOMツ

リーにアクセス可能な構造体，関数群を使うと，DOMツリー

に対する操作も可能のため，XBRL文書の変換にとどまらず，

一般の XML文書の変換にも用いることができると考えられる．

本処理系は，XDuce のような XML 文書の妥当性を検証す

る機能を持っていない．生成した文書を外部の Validatorで検

証するという方式では，プログラム中のどの部分に誤りがある

のかが分からない．妥当性の検証機能を組み込むことでプログ

ラムのデバグが容易になることが考えられる．

6. ま と め

XBRL 文書の構造を利用した，XBRL 文書の変換処理を簡

単に記述するための処理系を提案した．また，この処理系は

XBRL文書の変換にとどまらず，一般の XML文書の変換にも

使えることを示した．今後の課題として，妥当性の検証機能の

組み込み，処理系の実装，及び，評価が挙げられる．
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